
寺
内
の
全
域
が
国
指
定
史
跡

浄
智
寺
…

浄智寺の門前。古い石橋

から趣のある石段がまっす

ぐ伸びている。

三世仏の中尊、釈迦如来のご尊

顔。ほか二仏にくらべやや細面

で、表情もシャープである。

門
前
の
苔
む
し
た
石
橋
か
ら

「賓
所
在

近
」
と
書
か
れ
た
山
門
、
そ
こ
か
ら
長
く

つ
づ
く
石
段
か
ら
楼
門
に
か
け
て
の
景
観

は
、
カ
メ
ラ
マ
ン
や
絵
描
き
に
格
好
の
ア

ン
グ
ル
を
提
供
し
て
く
れ
る
。

鎌
倉
五
山
の
第
四
位
の
寺
格
に
ふ
さ
わ

し
い
、
絵
に
な
る
禅
利
で
あ
る
。

本
殿
の
名
を
曇
華
殿
と
い
う
。
曇
華
と

は
３
０
０
０
年
に
一
度
花
が
咲
く
と
い
わ

れ
る
伝
説
の
花

・
優
曇
華
に
由
来
し
、
経

典
に
は
、
「仏
に
ま
み
え
る
こ
と
は
優
曇

華
の
花
の
よ
う
に
め
ず
ら
し
い
」
と
あ
る
。

た
し
か
に
こ
こ
の
ご
本
尊
は
、
３
体
の

如
来
坐
像
を
横
並
び
に
奉
安
す
る
め
ず
ら

し
い
構
成
で
あ
る
。
向
か
っ
て
左
か
ら
阿

弥
陀
如
来
、
釈
迦
如
来
、
弥
勒
如
来
。
こ

れ
を
浄
智
寺
で
は
、
過
去

。
現
在

・
未
来

の
仏
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
三
世
の
仏

と
め
ぐ
り
会
う
こ
と
の
で
き
る
、
き
わ
め

て
ま
れ
な
場
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

同
じ
よ
う
な
お
姿
の
３
体
と
拝
さ
れ
る

が
、
よ
く
見
れ
ば
、
印
の
形
が
ち
が
う
。

阿
弥
陀
は
、
第
二
指
が
拇
指
に
接
す
る
弥

陀
の
定
印
、
釈
迦
は
右
手
を
下
に
し
た
印
、

弥
勒
は
左
手
を
下
に
し
た
印
で
あ
る
。

境
内
裏
に
は
鎌
倉
特
有
の

「や
ぐ
ら
」

群
が
残
さ
れ
、
石
仏
石
塔
が
積
み
重
ね
た

歴
史
を
偲
ば
せ
て
い
る
。
拝
観
ル
ー
ト
の

18



『蒙
隧

二世仏坐像
木造、像高・阿弥陀 1003セ ンチ(左 )、 釈

迦95セ ンチ(中 )、 弥勒988セ ンチ(右 )、 南

北朝時代。最初に釈迦像、ついで左右の

二仏が造立されたと考えられている。

観世音菩薩立像
木造、像高101セ ンチ、南北朝時代.曇華殿の

裏傾1に、参詣者が間近に拝めるように安置さ

れている。細身の体をやや前傾させ、左手に

菅の蓮華 (未開敷蓮華)を 持つ。

三世仏を安置する曇華殿(浄智寺本堂)。

堂内には達磨大師像、開山上人の大体正

念、第二世の南州宏海のI頁 相も安置。

浄智寺臨済宗)

鎌倉市山ノ内140280467-22-3943●」R
北鎌倉駅より徒歩8分◎拝観情報=拝観

料一般200円 (子 供100円 )、 午前創寺～16

時半、仏像等の拝観は堂外より

19 鎌倉仏像散歩●山ノ内

やぐら(洞窟)の 中にたたずむ布袋尊の石像。おな

かをなでると元気がもらえるという。鎌倉・江の島

七福神のひとつ。

最
後
に
待
ち
受
け
る
の
が
、
石
仏
の
布
袋

尊
。
「直
指
人
心
」
と
い
う
禅
語
を
思
い

出
さ
せ
る
よ
う
な
、
あ
る
い
は

「賓
所
在

近
」
の
謎
か
け
の
答
え
を
い
た
だ
い
た
よ

う
な
、
な
ん
と
な
く
温
か
く
は
っ
こ
り
と

し
た
気
持
ち
で
境
内
を
後
に
で
き
る
の
だ
ｃ

写
真
＝
布
川
航
太


